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高いな
あ～

神宮西神苑での防災訓練 神宮西神苑での高規格救急車の展示

高齢者福祉講習会 ロコモ体操 大宮中吹奏楽部の演奏

安心カード
継続中

新別府川草刈り作業前 草刈り作業後

ウォーキング大会 ｢さあ出発だ！｣
スポーツ・健康フェスタ

金魚すくい
スポーツ・健康フェスタ

血管伸縮性検査

濵砂久美子さんによる ｢花づくり講習会｣

池内小での
学習のお手伝い

地域の方が、大宮小のふるさと
歴史探訪学習の講師に





－４－

11月3日に開催された「大宮地区ふれあい総合文化祭」の内容を紹介いたします。

「発表部門」には20グループの演技発表がありました。

大宮中学校吹奏楽部 大宮小学校合唱部 下北方保育園 いずみ幼稚園

大宮保育園

県オペラ協会宮崎支部

月曜クラブ（レクダンス）

花ヶ島幼稚園

大宮中学校合唱部

鈴の会（舞踊）

大宮教室（太極拳）

ひまわり（琴伝流大正琴）

池内自治会婦人部

斉藤静子太鼓教室

大宮詩吟愛好会・詩吟クラブ

はなの会（大極扇28式）

大宮なぎなた

大宮若柳会

エトワール宮崎（手話ダンス）

ハーモニック大宮

「花と緑のフェスタ部」：
花の苗の無料配布、花作り
講習会（2回）、花の展示
等盛りだくさん（配布の花
はきれいに咲かせて下さい
ね）

「展示部門」

「ふれあい活動部」 「バザー部」

園児（幼稚園・保育園園児）から大人まで、大作から小品まで日頃の取組みの成果がうかがえるものばかりでした。

多くの品物の提供をいただき、賑わっていました。竹細工を作ったり、折り紙を折ったり、手造りのものは、子ども達にも大人気！







『編集後記』
　つい先日、とある方の体験発表の資料（パワーポイント）を作成するお手伝いをした。私の母より少しお若い
ぐらいの方だ。打ち合わせをしていたら、発表に対する熱い想いがヒシヒシと伝わってきた。「私はこういう事
を皆さんに伝えたいのよ」と仰る姿には、地域を良くしようと思う気持ちが溢れていた。
　こういう方のお手伝いは燃える・・・。このページで伝えたい事はきっとこんな事だろうと想像が出来る。ど
んどん仕事が進んだ。無事に発表を終えられてお礼を言われたが、お礼を言いたいのはこちらの方だった。お幾
つになられても地域を思う気持ちの大切さを教えていただいたように思う。事務所には沢山の地域思いの方々が
来られる。「絆」・・・この言葉を実践されてる人生の先輩方に今宵、乾杯！・・・。（Ｓ）

徒然草・・・
　今回の表紙は「大宮中学校吹奏楽部」の皆さんにお
願いした。「若いっていいなあ～」と撮影時につくづ
く思ったおじさんであった。未来に無限の可能性を秘
めた彼らが羨ましくて仕方なかった。キラキラ輝く瞳
が眩しかった。大人になるにつれ、人は名誉欲や出世
欲、他人を見下す心など、色々なものを身にまとって
いく。屈託なく笑って写真に納まってくれた生徒さん
達を見て、自らを省みた・・・「あの頃の夢をいった
いいくつ果たしたのだろう・・・」と。多くの「夢」
を捨ててしまった気がする。
　吹奏楽部の皆さん、青春の真っただ中にいるあなた
達・・・時には辛く悲しい涙、悔し涙を流すこともあ
るだろう。でも、部活に取り組むあなた達には、必ず
大きな心の財産が出来る。決して消えることのない友
情、想い出、達成感が・・・。
　何事も諦めない、途中で投げ出さない・・・まして
や、やる前から「これは自分には出来ない」という諦
めだけはしないで欲しい。失敗したっていいじゃない
か。
　今でこそ沢山の日本人が海を渡った大リーグだが、
先達の野茂英雄氏の言葉、『夢に破れる感動は、その
夢を追った者にしか味わえない』・・・この言葉を君
達に贈ります。
　いつも素晴らしい演奏を有難う！　表紙を飾ってく
れて本当に有難う！

－７－

（前頁から続き）
　皆さんはソテツを食べるチョウを知っていますか。（知らないよね）
　もちろんあのカチカチの硬い葉を食うわけではなく、柔らかい新芽や若葉をガリガリかじって骨だけにするソ
テツの大害虫。名前をクロマダラソテツシジミといいます（写真）。長ったらしくて言いにくいので、鹿児島の
同好者はクロとマダラとソテツシジミの頭文字を取ってクマソと呼びます（熊襲じゃないよ）。フィリピンでは
戦前から知られていましたが、それが台湾を経由して北上し、２００６年には石垣島・西表島で発生。２００７
年秋には更に北上して鹿児島県指宿市一帯で大発生。話を聞いて、私も高いガソリン代と高速代を払い、カミサ
ン連れで片道４時間かけてわざわざ採りに行きました（正直に白状しますが、現場に着いてすぐ「これ、そうじ
ゃない？」と先にクマソを見つけたのはカミサンです。この原稿を読んだ彼女が
「最初に見つけたのはアタシだ！」と言い出したので、思い出したくないことを思
い出しました）。ところが何のことはない、２００８年にはとうとう宮崎市にも現
れ、大宮中学校の玄関脇の立派なソテツも、神宮町A医院の玄関横のかわいらしいソ
テツも、若葉がきれいに齧られてボロボロになってしまいました。
今年もまた大発生。暖かい日には、１２月でも薄青い小さなチョウがあなたの花壇
をチラチラ飛んでいるかも。それがクマソです。

　さて、世界一危ない昆虫が大宮地区にもいるのですが、それは何でしょうか？　
答えはオオスズメバチ（写真）。マムシにかまれてもせいぜい熱を出して数日寝込むだけ。ハブにかまれて死ぬ
人は年間数人。熊に襲われて死ぬ人も年間数人。オオスズメバチに刺されて死ぬ人は、日本中で毎年１０数人を
数えます。でも、普段花や樹液に来ている時は、ひたすら餌を集めることに熱中しているので、よほど刺激しな
い限り大丈夫です。すぐ近くに寄ってきたり、あなたの服に止まったりしても、絶対に手で払わないように。た
またま何かを餌と勘違いして寄ってきただけなので、じっと我慢していればじきにどこかへ飛んでいきます。し
かし、数匹のオオスズメバチが、行く手を塞ぐようにホバーリングしていた時は要注意。すぐ近くに巣があっ
て、「それ以上近づくな！」と威嚇している可能性が高い。大きな牙を噛み合せてカチカチと音を立てることも
あります。この場合には、ゆっくりあとずさりしてその場を離れること。とにかく、巣に近づくのはやめましょ
う。
　多くの方は、ハチが多い季節は夏だと思っているでしょうが、実は１１月が一番多い・・・。平和台の埴輪公
園の前や玄関横に植わっている大きなサザンカの花には、晩秋にオオスズメバチやキイロスズメバチがやってき
ます。大宮小学校や池内小学校の子供たちに見せる
ために、毎年オオスズメバチを採りに行きますが、
今年は昨年に比べて数が少なく、しかも体が二回り
も小さい。夏場に、餌になる昆虫が少なかったせい
でしょう。
　ところで、スズメバチに刺されるとどうなるか知
りたいですか（知りたいよね）。えびの市の山奥
で、近づいてきた蜂をうっかり手で払ったために、
キイロスズメバチに右眉を刺されたことがありま
す。あっと思った時には、もうコメカミがジンジン
して猛烈に痛い。激痛でほとんど眠れず、翌朝起き
たら顔の半分がはれ上がって右目が塞がってしま
い、数日間不便な暮らしを強いられました。ただ一
つ良かったのは、プチ整形したみたいに右目の下の
タルミが取れたこと。今度左眉を刺されれば左目の
タルミも取れるけど、実は２度目は１度目より危な
い。場合によってはひどいシ
ョック症状を起こして死ぬこ
ともある。目の下のタルミよ
り命の方が大事です。気をつ
けなければ。
　皆さん、何度も言います
が、くれぐれもスズメバチを
手で払ったり、はたいたり、
つかんだりしないように。

オオスズメバチ
出典(かがくナビ)

クロマダラソテツシジミ（クマソ）


